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大野中公民館区の人口と世帯

人口 18,710人

世帯  7,296世 帯

[平成13年 6月 1日 現在 ]

▲いちばん大きいセミナールーム 1。 主催事業で必要ある場合には、間
仕切りをはずし、橋本公民館の大会議室とつなげても使えるとのこと。

▲「ビブレ」の入り口  ▲入り口にある掲示も、驚くほど立派。
にある案内掲示。

△セミナールーム 5は立派な「食工房」である。

▲「こどもの部屋」から「であいの広場 (読書コーナー)」

を見る。

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
の
橋
本
駅
北
日
か
ら
、
人

工
地
盤
の
三
階
広
場
を
通

っ
て
、
再
開
発

ビ
ル

「百
貨
店
ビ
ブ
レ
」
の
六
階
は

「
シ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
は
し
も
と
」
と
名
づ
け
ら
れ

て
、
市
の
五

つ
の
施
設
が
あ
る
Ю
ビ
ル
建

設
に
あ
た

っ
て
、
市
が
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
を

借
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

な
か
の

一
画
が

「市
立
男
女
共
同
参
画

推
進
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
が
、
「
親
し
み

や
す
く
」
と
の
配
慮
か
ら
、
「
ソ
レ
イ

ユ

（
フ
ラ
ン
ス
語
で
太
陽

・
ひ
ま
わ
り
）
さ

が
み
」
と
の
愛
称
が
つ
け
ら
れ
た
。

お
よ
そ
の
印
象
を
い
え
ば

「
ひ
と
回
り

大
き
い
公
民
館
」
で
、
職
員
数
の
二
人
と

い
う
の
も
似
て
い
る
が
、
設
備

・
予
算
な

ど
で
は
ず

っ
と
格
上
に
見
え
る
。

六

つ
の
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
を
使
い
、
年

間
五
十
本
以
上
の
講
座
を
開
催
し
て
い
る

が
、
そ
の
な
か
に
は
女
性
団
体

（連
協
）

の
企
画
で
、
ソ
レ
イ
ユ
が
委
託
す
る
形
の

も
の
が
あ
る
よ
う
だ
。

そ
の
ほ
か
入
り
日
の
部
分
は

「
で
あ
い

の
広
場
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
、
情
報

コ
ー

ナ
ー
に
つ
な
が
る
が
、
飲
食
物
の
持
ち
込

み
も
自
由
。
奥
の
ほ
う
に
は
女
性
相
談
員

に
よ
る

「相
談
室
」
も
あ
る
。

職
員
は

「私
た
ち
は
二
人
で
す
が
、
相

談
員
の
方
や
、
夜
間
や
休
日
の
た
め
の
代

行
員
な
ど
、
多
く
の
人
の
力
を
お
借
り
し

て
い
ま
す
」
と
説
明
し
て
い
た
。



‖‖‖‖‖‖1501‖ ‖‖‖|‖ ‖‖|‖ ‖‖|‖ |‖ ||‖ ‖|お お の な か |‖ ‖‖|‖ ‖|‖ ‖‖‖|‖ ‖‖‖‖‖‖|‖ ‖|‖ ‖‖‖‖|‖ ‖‖‖‖‖‖‖‖|‖ ‖‖‖‖‖‖‖|‖ ‖|‖ ‖‖‖‖|‖ ‖|‖ ‖‖‖||‖‖‖‖‖‖|‖ ‖‖‖|‖ ‖|‖ 2‖‖‖‖‖‖

今
年
も
、
盆
踊
り
や
お
ま
つ
り
の
季
節

と
な
り
ま
し
た
Ю
大
野
中
地
区
の
各
自
治

会
な
ど
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
こ
ら

し
、
盆
踊
り
や
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
、
夜
店
な

ど
楽
し
い
夏
の
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ご
近
所
の
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
楽
し
い
夏
の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

靱
一甲
空
の
下
　
　
　
　
　
　
　
　
”

¨
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
開
純蒻

５
月
爵
日

（
日
）
『
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
』
（大
野
中
市
民
健
康
ま

つ
り
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

６
回
目
と
な
る
今
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
、
鵜
野
森
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
出
発
す
る
新

し
い
コ
ー
ス
。
昨
今
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
人

気
を
受
け
て
か
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

２
５
０
人
も
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆

さ
ん
は

『慰
霊

塔
』
『
木
も
れ

日
の
森
』
な
ど

を
通
り
相
模
原
ｏ

麻
溝
公
園
ま
で
、

往
復
Ю
キ
ロ
の

道
の
り
を
歩
い

て
心
地
よ
い
汗

観た./ 触った。/ 調べた。ノ

6月 10日 (日 )小 学 生 を 対 象 に、 館

区 内 に お住 ま い の 大 谷 喜 一 郎 さ ん を 講

師 に迎 え 公 民 館 青 少 年 部 の 案 内 で Fこ
ど もチ ャ レ ン ジ教 室 ― 自然 観 察 ～―』 が

行 わ れ ま した。 16人 の 子 ど もた ち は 公

民 館 を 出発 、 鵜 野 森 グ ラ ウ ン ドを 通 っ

て境 川 ま で歩 き な が ら、 ア シ タ バ や ク

ワな どの植 物 や 蝶 な どの 昆 虫 を 観 察 し

ま した。

境 川 で は水 質 検 査 を 行 い 、 川 と水 道

と生 活 雑 排 水 の汚 れ具 合 を 比 べ ま した。
わ ず か な手 の 汚 れ で 検 査 結 果 が 変 わ っ

て しま う こ と に苦 労 しな が ら も、 楽 し

く実 験 す る子 ど も た ち の 姿 が 印 象 的 で

した。

す
と

分 の足 で歩 き、 観 察 。実 験
、身 近 な 自然 を再 発 見 す る
その大 切 さを理 解 して も ら

え た と思 い ます 。

▲大谷さん (一番左)から説明をうける
子どもたち。

レ
「ど
っ
ち
か
な
？
」
公
園
で

行
わ
れ
た
恒
例
〇
×
ク
イ
ズ

を
流
し
ま
し
た
。

参
加
者

の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ま
た
、
大
会

の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
自
治
会
役
員

・
大
会
役
員
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

一̈̈一一一一癬
野
森
チ
ー
ム
優
勝

　̈
白
治
会
対
抗
男
女
混
合
　
　
　
　
　
」

ス
回
―
ビ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

………〈拡一一一纂一一

６
月
３
日

（日
）
大
野
小
学
校
で
ス
ロ
ー

ピ

ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
９
自
治
会
１１
チ
ー
ム
が
参
加
、

真
夏
の
よ
う
な
暑
さ
の
中
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
は
、
鵜
野
森
チ
ー

ム
と
新
淵
第

一
Ａ
チ
ー
ム
が
対
戦
、
両
チ
ー

ム
と
も
守
り
が
堅
く
、
点
の
入
ら
な
い
緊

迫
し
た
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
、

最
終
回
表
に
入
れ
た
１
点
を
守
り
き
り
鵜

自

で

ヽ

に

と

に

際

こ

も

実

る

と

野
森
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
大
会
役
員
の
皆
さ

ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

一一一一礎
Ｔ
も
い
掛
け
れ
ど
手
書
き
も
ね

一一一一
　

‐　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

―

¨
ボ
ー
ル
ペ
ン
・筆
ベ
ン
習
字

一

入
門
講
座
開
催
一̈̈̈

６
月
３
日

（
日
）
か
ら
４
回
に
わ
た
り
、

館
区
内
に
お
住
ま
い
の
山
崎
尊
士
氏
を
講

師
に
迎
え

『
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
筆
ペ
ン
入
門

講
座
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
１９
人
が
参
加
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

の
普
及
に
よ
り
字
を

書
く
機
会
が
少
な
い

昨
今
、
手
書
き
の
味

を
か
み
じ
め
つ
つ
真

剣
な
面
も
ち
で
書
に

向
き
合
う
受
講
生
の

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

7月 22日 (日 ) ひのき第一子供の広場

JA相模原市農協大野支店 (盆踊り) 7月 25日 (水 )

小雨実施

7月 28日 (土 )

8月 4日 (土 ) 小雨実施 むつみ子どもの森広場

Q凛
■「請彎

各
地
区
の

,

ひのき台 (盆踊り) 7月 21日 (土 )

7月 26日 (本 ) 大野小学校

新淵第二 (納 涼盆踊り) 7月 28日 (土 ) 鵜野森グランド

鵜野森 (盆踊り) 小雨実施 鵜野森子供広場

古淵むつみ (納涼バーベキュー大会)
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公
民
館
運

会
委
中員
の

委
堀
替
え

学
校
長
の
異
動
な
ど
に
伴
い
、
公
民
館

運
営
審
議
会
委
員
の

一
部
委
嘱
替
え
が
行

わ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

公
民
館
運
営
審
議
会
は
公
民
館
長
の
諮

問
に
応
じ
、
公
民
館
に
お
け
る
各
種
事
業

の
企
画
実
施
に
つ
い
て
、
調
査
審
議
す
る

重
要
な
機
関
で
す
。
今
回
、
委
嘱
さ
れ
た

の
は
次
の
方
々
で
す
。

☆
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す

金
丸
六
夫
さ
ん
（大
野
小
学
校
校
長
）

野
村
邦
雄
さ
ん
（鵜
野
森
中
学
校
校
長
）

松
倉
吉
雄
さ
ん
（大
野
中
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
代
表
）

☆
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
次
の
方
々
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

中
根
勝
明
さ
ん
　
　
昔同
嶋
榮
子
さ
ん

坪
井
　
久
さ
ん

雹
閻
晰
鰤

「隣
人
」
　
　
　
　
　
　
　
重
松
　
　
清

「ピ
カ
レ
ス
ク
」
　
　
　
　
猪
瀬
　
直
樹

「風
の
良
寛
」
　
　
　
　
　
中
野
　
孝
次

「
い
ま
を
生
き
る
た
め
の
歎
異
抄
入
門
」

佐
々
木
　
正

「食
べ
ち
ゃ
る
」
　
　
　
　
魚
柄
仁
之
助

「礼
儀
覚
え
書
」
　
　
　
　
草
柳
　
大
蔵

「本
炭
パ
ワ
ー
健
康
法
」
　

辻
　
　
源
七

「
あ
な
た
は
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
」

大
平
　
光
代

代
を
生
き
抜
い
た
真
澄
の
せ
つ
な
い
恋
の

行
方
は
。

「
ｅ
の
悲
劇
」
　

　

　

　

菫
一田
　
真
音

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

「
日
本
国
債
」
の
著
者

が
、
経
済
知
識
と

ハ
イ
テ
ク
の
達
人
を
主

人
公
に
し
た
経
済
小
説

「プ
ラ
ナ
リ
ア
」
　

　

　

山
本
　
文
緒

明
日
を
探
す
女
性
た
ち
の
姿
を
描
い
た

恋
愛
小
説
集
。
直
本
賞
受
賞
作
品
。

「片
想
い
」
　

　

　

　

　

東
野
　
圭
吾

ア
メ
フ
ト
部
の
Ｏ
Ｂ
哲
朗
は
、
十
年
ぶ

り
に
か
つ
て
の
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
再

会
し
、
あ
る

「
秘
密
」
を
告
白
さ
れ
る
。

失
わ
れ
た
青
春
を
想
う
ほ
ろ
苦
い
ミ
ス
テ

ダ

薫

勝
　
　
イ
魏

ッ
　
　
　
をポ
　
　
　
デ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
一

・　
川

藤
　
　
コ

井

一
古

齋
　
　
・
荒

上

|

|

|

|

公民館の代行
公民館では学生の管理代行員 (ア

ルバイ ト)を募集 しています。

勤務時間 平 日の午後 5時～10時

勤務内容 窓口 0電話応対、

戸締まりなど

時  給 780円
募集人員 1～ 2人

対  象 館区内在住の男子学生

(高校生不可)

※詳 しくは公民館までお問い合わせ

さい。

【
小
　
説
】

「
二
人
の
ガ
ス
コ
ン
」
（上
。下
）

佐
藤
　
賢

一

「天
国
へ
の
階
段
」
（上
・下
）
白
川
　
　
道

「佐
助
の
牡
丹
」
　
　
　
　
平
岩
　
弓
枝

「睡
魔
」
　

　

　

　

　

　

梁
　
　
石
日

「霧
の
罠
」　
　
　
　
　
　
　
澤
田
ふ
じ
子

「ご
ろ
ご
ろ
」
　
　
　
　
　
伊
集
院
　
静

「雪
国
あ
そ
び
」
　
　
　
　
村
松
　
友
視

「
ミ
ー
ズ
ザ
デ
イ
」
　
　
　
鈴
木
　
光
司

「熱
砂
の
絆
」
（上

・
下
）

グ
レ
ン
一
ミ
ー
ド

「江
戸
の
検
屍
官
」
　
　
　
川
田
弥

一
郎

「
眠
れ
な
い
町
」
　
　
　
　
赤
川
　
次
郎

「龍
馬
１

・
２
」
　
　
　
　
津
本
　
　
陽

「宮
尾
本
平
家
物
語
１
」
　

宮
尾
登
美
子

「赤
い
月
」
（上

・
下
）
　

な
か
に
し
礼

「燃
え
る
塔
」
　
　
　
　
　
高
樹
の
ぶ
子

「ド
ラ
ゴ
ン
の
眼
」
（上

・
下
）

ス
テ
ィ
ー
プ
ン
・
キ
ン
グ

「異
人
館
」
（上

・
下
）
　

白
石
　
一
郎

「代
表
作
時
代
小
説
　
平
成
１３
年
度
版
」

日
本
文
芸
家
協
会

【
そ
の
他
】

「午
後
咲
く
花
」
　
　
　
　
樋
回
　
恵
子

輻
魃
蒻
用

「血
脈
」
（上

・
中

ｏ
下
）

佐
藤
　
愛
子

父
佐
藤
紅
緑
、
兄
サ
ト
ウ

ハ
チ
ロ
ー
、

夏休み課題図書
著
者

一
族
の
凄
絶
な
百
年
に
及
ぶ
歴
史
を
　
　
リ
ト
。

描
い
て
い
ま
す
。
執
筆
十
二
年
の
大
作
。
　

　

「模
倣
犯
」
（上

ｏ
下
）
　

宮
部
み
ゆ
き

「
リ
セ
ッ
ト
」
　
　
　
　
　
北
村
　
　
薫
　
　
　
話
題
作
を
書
き
続
け
る
著
者
の
最
新
作
。

「
ス
キ
ッ
プ
」
「
タ
ー
ン
」
に
続
く

〈
時
　
　
巧
み
な
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
と
共
に
人
間
の

と
人
〉
シ
リ
ー
ズ
の
第
二
作
。
過
酷
な
時
　
　
弱
さ
も
鮮
や
か
に
浮
き
彫
り
に
し
ま
す
。

一鋼
一……二‐一鐵
一国闘
一潟
画
一働
一壼
鋼
一贅
薗
一餞
山
一回
一幽
一＝一翻
一山一割
一一饉
薗
一日
轟
一鐵
一̈塵
一罰
一鐵
一蘭
綺
一一日
一聾
翻
画
一□
一一島
一……ニー一鐵
曲一鶴
一幽
働
一鶴
一轟
倒
一一翻
歯
一樹
一硼
鐵
一熙
一Ｊ一樹
菫一鋼
幽̈
一口一鐵

関屋 敏隆

【小学校低学年】
|~で こちゃん」     つちだのぶこ

「バンザイ./ なかやまくん」

大田 京子

「かさぶたくん」

やぎゅうげんいちろう

【小学校中学年】

「 ソリちゃんのチユソク」 イ 。オクベ

「アディオス ぼくの友だち」

上條さなえ

河原 潤子

横山 充男

湊  秋作

リ
　
　
ー
コ　
　
Ｍ
　
　
／
・

∃
　
　
∃

ミ
　ヽ
　
地
　
　
　
　
た
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不ヽ
　
　
図

工
　
　
山
　
　
　
　
　
つ

隊

　

子
　
　
マ
　
　
地
　
　
　
神
　
　
　
∃

こ

検

　

の

　

ヤ

　

の

　

　

白

　

　

治

起

探

甕

男

∃

一
　

法

　

　

産

　

　

長

は

床

年

の

夏

夕

　

魔

　

　

遺

　

∃

川

跡

知

学

密

の

一
　

と

　

Ｊ

の

薇

て

淀

奇

は

昔同
秘

ち

ケ

コ

ン
　
　
馬

へ
校

果

年
　
ヽ

ら

校

と

た

ス

校

ワ
　
　
龍

ち

学

の

少

て

く

学

口

年

の

学
　
一　
　
本

た

等

路

画

し

ぼ

小

チ

少

森

中

口
　
　
坂

君

高

旅

映

そ

ジェニファー 。″アームス トロング
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邁
鱚
室

′
群一麟

タ
ー
ゲ
ッ
ト
鳳゙
一一一一灘
一講

ｒゴ
ル
フ
大
会

夏
休
み
の
工
作
は
決
ま
り
ま
し
た
か
？

み
ん
な
で
夢
の
あ
る
作
品
を
作
り
ま
し
ょ

う
／
今
回
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
を
使

っ
た
工
作
を
し
ま
す
。

日
　
時
　
８
月
２６
日

（日
）

午
前
９
時
３０
分
～
Ｈ
時
３０
分

大
野
中
公
民
館
大
会
議
室

小
学
生

●
フ
リ
ス
ビ
ー

●
び

っ
く
り
箱

●
ペ

ッ
ト
ボ
ー
ル

３０
人
程
度

（申
込
順
）

申
し
込
み
　
８
月
２５
日

（土
）
ま
で
に
電
話

ま
た
は
直
接
公
民
館

へ

※
当
日
の
持
ち
物
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

後
日
、
チ
ラ
シ
を
公
民
館
、
児
童
館
な
ど

で
配
布
し
ま
す
。

８
月
２５
日

（土
）

午
後
７
時
～
９
時

（ナ
イ
タ
ー

使
用
）
※
雨
天
中
止

鵜
野
森
中
学
校
校
庭

館
区
内
在
住
の
成
人

４０
人
程
度

（申
込
順
）

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

（ピ

ッ
チ
ン
グ
ウ
エ
ッ
ジ
）

※
お
持
ち
で
な
い
方
は
申
し
込

み
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

８
月
２２
日

（水
）
ま
で
に
電
話

ま
た
は
直
接
公
民
館

ヘ

①
ル
ー
ル
は
当
日
説
明
し
ま
す
。

②
天
候
が
危
ぶ
ま
れ
る
場
合
に

は
当
日
午
後
３
時
以
降
公
民
館

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定   作 対 会

員   品 象 場
羽
根
付
き
の
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
を
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
で
打

つ
手
軽
で
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
、

タ
ー
ゲ

ツ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
。
初
心
者
か

ら
腕
に
自
信
の
あ
る
方
ま
で
、
奮

っ
て
ご

参
加
く
だ
ざ
い
。

」い

tリ

チ
ヤ

日
　

時

申
し
込
み

そ
の
他

持 定 対 会
ち
物 員 象 場

★プログラム

教
室

や
わ
ら
か
な
パ
ス
テ
ル
の
世
界
に
足
を

踏
み
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
パ
ス
テ
ル
の

基
本
を
学
び
、
静
物
画
を
描
き
ま
す
。

日
時
・内
容
　
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
と
お
り

会
　
場
　
大
野
中
公
民
館
講
習
室

対
　
象
　
小
学
５
年
生
以
上
か
ら
大
人
ま

で

定
　
口員
　
２０
人

（申
込
順
）

講
　
師
　
後
藤
公

一
氏

（パ
ス
テ
ル
画
講
師
）

作
　
□ｍ
　
果
物

・
野
菜
な
ど
の
静
物
画

費
　
用
　
１
０
０
０
円

（パ
ス
テ
ル

・
画
用
紙
な
ど
）

申
し
込
み
　
７
月
２４
日

（火
）
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館

へ

手
び
ね
里
爾
芸
教
室

粘
上
の
温
も
り
を
直
に
感
じ
な
が
ら
、

あ
な
た
だ
け
の
世
界
で
た

っ
た
ひ
と
つ
の

作
品
を
造

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・内
容
　
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
と
お
り

大
野
中
公
民
館
講
習
室
ほ
か

成
人

３０
人
程
度

（申
込
順
）

須
藤
紅
州
氏
（陶
芸
家
、
町
田
市

美
術
協
会
会
長
、
紅
土
会
主
宰
）

茶
器
、
花
器
、
食
器
ほ
か

２
５
０
０
円

（材
料
費
）

筆
記
用
具
、
エ
プ

ロ
ン
、
タ
オ

ル
、
敷
物

（ビ
ニ
ー
ル
）
ほ
か

申
し
込
み
　
７
月
２４
日

（火
）
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館

へ

持 費 作
ち
物 用 品

★プログラム

講 定 対 会

師 員 象 場

パステルの説明、色の三原色

について、グラデーションを

作る

8月 26日 (日 )

おいしい果物・野菜を描く

(1)
2 8月 28日 (火 )

8月 30日 (木 )

おいしい果物・ 野菜 を描 く

(2)

4 8月 31日 (G≧ )
おいしい果物・野菜を描 く

(3)合評会

9月 6日 (本 )

午前 9時～正午
嘔Fコ′コ
大 国

9月 13日 (本 )

午前 9時 30分

～10時 30分

見学会・色付け

3
9月 27日 (本 )

午前 9時 30分

～10時 30分

△ 言i下 ′をヽ
国 口Tム

※時間は、毎回午前9時30分～正午まで

―
工
作

―

3
2


